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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行う第１の無線基地局（ＲＢＳ）
（１ａ）において実行される方法であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ
機器（ＵＥ）ノードに対して前記第１のＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）
を介して通信され、前記方法は、
　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出する工程
（２０）と、
　前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれか
を通知する情報を前記第１のＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信する工程（２２）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記検出されたＰＤＵ欠損イベントは、前記ＲＮＣと、前記第１のＲＢＳと前記第２の
ＲＢＳとの内の少なくとも１つとを相互接続するトランスポートネットワークにおける欠
損に対応し、
　前記トランスポートネットワークにおける欠損は、シーケンス番号に基いて検出され、
　前記シーケンス番号は、ＩｕｂＦＰ（フレームプロトコル）に従うシーケンス番号であ
り、
　前記トランスポートネットワークにおける欠損は、前記シーケンス番号と受信したＩｕ
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ｂＦＰデータフレームの遅延基準時間フィールドとに基いて検出されることを特徴とする
方法。
【請求項２】
　前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントは、ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓ（メディアアクセス制御
－高速／改良型高速）キューからの廃棄に対応することを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記第１のＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信さ
れる、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいず
れかを通知する情報は、前記ＲＮＣに前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イ
ベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵを再送させるように構成されている
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記情報を通信する工程（２２）は、
　前記ＰＤＵが前記第１のＲＢＳにより受信されたＩｕｂＤＦ（データフレーム）の、シ
ーケンス番号と、ＤＲＴ（遅延基準時間）とＣＲＣ（巡回冗長チェック）との内の少なく
ともいずれかとを含む情報を通信する工程を含むことを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行う第１の無線基地局（ＲＢＳ）
（１ａ）において実行される方法であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ
機器（ＵＥ）ノードに対して前記第１のＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）
を介して通信され、前記方法は、
　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出する工程
（２０）と、
　前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれか
を通知する情報を前記第１のＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信する工程（２２）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵに関係するＤＦのＣＲＣを含むことを特徴とする方法
。
【請求項６】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行う第１の無線基地局（ＲＢＳ）
（１ａ）において実行される方法であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ
機器（ＵＥ）ノードに対して前記第１のＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）
を介して通信され、前記方法は、
　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出する工程
（２０）と、
　前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれか
を通知する情報を前記第１のＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信する工程（２２）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記情報は、ＩｕｂＤＦにおけるＭＡＣ－ｄ（媒体アクセス制御専用データ）ＰＤＵの
位置を含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行う第１の無線基地局（ＲＢＳ）
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（１ａ）において実行される方法であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ
機器（ＵＥ）ノードに対して前記第１のＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）
を介して通信され、前記方法は、
　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出する工程
（２０）と、
　前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれか
を通知する情報を前記第１のＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信する工程（２２）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記情報は、検出されたＩｕｂフレーム欠損の直前と直後に受信される複数のＩｕｂフ
レームの指示を含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イ
ベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係する前記ＰＤＵのＴＮ（
トランスポートネットワーク）欠損によるギャップの直前と直後に受信された複数のＰＤ
Ｕの最初の２つのオクテットを含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記情報は、廃棄したＰＤＵに関係するＲ
ＬＣヘッダを含むことを特徴とする請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの前
のフレームにおける最後のＰＤＵのヘッダを含むことを特徴とする請求項７乃至９のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの後
のフレームにおける最初のＰＤＵのヘッダを含むことを特徴とする請求項７乃至１０のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの直
前と直後に受信された複数のＩｕｂデータフレームのＤＲＴフィールド、ＦＳＮ（フレー
ムシーケンス番号）フィールド、ＣＲＣを含むことを特徴とする請求項７乃至１１のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記情報は、廃棄理由、廃棄したＰＤＵの
数、全ての廃棄したＰＤＵの識別子のフィールドを含むことを特徴とする請求項１乃至１
２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記情報を通信する工程（２２）において、前記情報は、欠損理由、欠損したＰＤＵの
前の最後のＰＤＵの識別子、前記欠損したＰＤＵ後の最初のＰＤＵの識別子のフィールド
を含むことを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行うように構成された無線基地局
（ＲＢＳ）（１ａ）であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ機器（ＵＥ）
ノードに対して前記ＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）を介して通信され、
前記無線基地局（１ａ）は、
　プロセッサ（７０４）と、
　前記プロセッサにより実行されるとき、前記無線基地局（１ａ）が
　　　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出し、
　　　該検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれ



(4) JP 6027622 B2 2016.11.16

10

20

30

40

50

かを通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信するようにさせる命令を格納したコ
ンピュータプログラム（７０６）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記検出されたＰＤＵ欠損イベントは、前記ＲＮＣと、前記第１のＲＢＳと前記第２の
ＲＢＳとの内の少なくとも１つとを相互接続するトランスポートネットワークにおける欠
損に対応し、
　前記トランスポートネットワークにおける欠損は、シーケンス番号に基いて検出され、
　前記シーケンス番号は、ＩｕｂＦＰ（フレームプロトコル）に従うシーケンス番号であ
り、
　前記トランスポートネットワークにおける欠損は、前記シーケンス番号と受信したＩｕ
ｂＦＰデータフレームの遅延基準時間フィールドとに基いて検出されることを特徴とする
無線基地局。
【請求項１６】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行うように構成された無線基地局
（ＲＢＳ）（１ａ）であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ機器（ＵＥ）
ノードに対して前記ＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）を介して通信され、
前記無線基地局（１ａ）は、
　プロセッサ（７０４）と、
　前記プロセッサにより実行されるとき、前記無線基地局（１ａ）が
　　　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出し、
　　　該検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれ
かを通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信するようにさせる命令を格納したコ
ンピュータプログラム（７０６）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵに関係するＤＦのＣＲＣを含むことを特徴とする無線
基地局。
【請求項１７】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行うように構成された無線基地局
（ＲＢＳ）（１ａ）であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ機器（ＵＥ）
ノードに対して前記ＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）を介して通信され、
前記無線基地局（１ａ）は、
　プロセッサ（７０４）と、
　前記プロセッサにより実行されるとき、前記無線基地局（１ａ）が
　　　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出し、
　　　該検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれ
かを通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信するようにさせる命令を格納したコ
ンピュータプログラム（７０６）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記情報は、ＩｕｂＤＦにおけるＭＡＣ－ｄ（媒体アクセス制御専用データ）ＰＤＵの
位置を含むことを特徴とする無線基地局。
【請求項１８】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）と通信を行うように構成された無線基地局
（ＲＢＳ）（１ａ）であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）がユーザ機器（ＵＥ）
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ノードに対して前記ＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（１ｂ）を介して通信され、
前記無線基地局（１ａ）は、
　プロセッサ（７０４）と、
　前記プロセッサにより実行されるとき、前記無線基地局（１ａ）が
　　　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出し、
　　　該検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれ
かを通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信するようにさせる命令を格納したコ
ンピュータプログラム（７０６）とを有し、
　前記情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なく
ともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記情報は、検出されたＩｕｂフレーム欠損の直前と直後に受信される複数のＩｕｂフ
レームの指示を含むことを特徴とする無線基地局。
【請求項１９】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）において実行される方法であって、パケットデー
タユニット（ＰＤＵ）がユーザ機器（ＵＥ）ノードに対して少なくとも２つの無線基地局
（ＲＢＳ）を介して通信され、前記方法は、
　前記少なくとも２つのＲＢＳの内の第１のＲＢＳから、前記第１のＲＢＳにより検出さ
れたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを通知する第
１の情報を受信する工程（３０）と、
　前記ＲＮＣにおいて、前記ＰＤＵが前記第１のＲＢＳに送信されたＩｕｂＤＦのシーケ
ンス番号とＤＲＴとの内の少なくともいずれかとＣＲＣとを含む第２の情報を格納する工
程（３６）と、
　前記第１の情報と前記第２の情報とを比較して、再送される前記ＰＤＵを識別する工程
（３８）と、
　前記受信した第１の情報に応じて、前記ＵＥノードに対して前記検出されたＰＤＵの廃
棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵを再送す
る工程（３２）とを有し、
　前記第１の情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の
少なくともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記再送する工程（３２）は、第２のＲＢＳを含む異なる経路を介して前記ＰＤＵを再
送することを特徴とする方法。
【請求項２０】
　前記第２の情報を受信する工程（３４）をさらに有することを特徴とする請求項１９に
記載の方法。
【請求項２１】
　前記第２の情報を格納する工程（３６）は、ハッシュ貯蔵部に前記第２の情報を表現す
るハッシュ値を格納することを含み、
　前記比較する工程（３８）は、前記第２の情報を表現する前記ハッシュ値と前記第１の
情報を表現するハッシュ値とを比較し、再送される前記ＰＤＵを識別することを含むこと
を特徴とする請求項１９又は２０に記載の方法。
【請求項２２】
　マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され
た無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）（５）であって、パケットデータユニット（ＰＤ
Ｕ）がユーザ機器（ＵＥ）ノードに対して少なくとも２つの無線基地局（ＲＢＳ）を介し
て通信され、前記無線ネットワーク制御装置（５）は、
　プロセッサ（７０４）と、
　前記プロセッサにより実行されるとき、前記無線ネットワーク制御装置（５）が
　　　前記少なくとも２つのＲＢＳの内の第１のＲＢＳから、前記第１のＲＢＳにより検
出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを通知す
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る第１の情報を受信し、
　　　前記ＰＤＵが前記第１のＲＢＳに送信されたＩｕｂＤＦのシーケンス番号とＤＲＴ
との内の少なくともいずれかとＣＲＣとを含む第２の情報を格納し、
　　　前記第１の情報と前記第２の情報とを比較して、再送される前記ＰＤＵを識別し、
　　　前記受信した第１の情報に応じて、前記ＵＥノードに対して前記検出されたＰＤＵ
廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵを再送
するようにさせる命令を格納するコンピュータプログラム（７０６）とを有し、
　前記第１の情報は、前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の
少なくともいずれかに関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含み、
　前記再送は、第２のＲＢＳを含む異なる経路を介して前記ＰＤＵを再送することを含む
ことを特徴とする無線ネットワーク制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はマルチフロー高速ダウンリンクパケットアクセス動作に関し、特に、マルチフ
ロー動作における廃棄イベントと欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラネットワークにおいて、ＨＳＤＰＡ（マルチフロー高速ダウンリンクパケットア
クセス）システムは引き続き開発を続け、その性能を向上させている。その開発には、シ
ステム性能と容量とを向上させるとともにユーザがより快適な環境を使用できるようにす
るためにＵＬ（アップリンク）とＤＬ（ダウンリンク）の両方におけるいくつかの特徴を
含んでいる。その開発の例には、ＭＩＭＯ（多入力多出力）（非特許文献１参照）とデュ
アルセル／デュアルバンドＨＳＤＰＡ（非特許文献２参照）がある。また、非特許文献３
に関しては、マルチフローＨＳＤＰＡ（ＭＦ－ＨＳＤＰＡ）データ送信を規定するための
進行中の作業もある。
【０００３】
　ＭＦ－ＨＳＤＰＡの概念は、ＵＥ（ユーザ機器ノード、移動体／無線端末としても言及
される）が２つの別々のセルからＨＳＤＰＡデータを受信できるようにするというもので
ある。その２つのセルは同じノードＢ（サイト内ＭＦ－ＨＳＤＰＡ）又は異なるノードＢ
（サイト間ＭＦ－ＨＳＤＰＡ）に属している。前者の場合、同じ周波数で、ＭＡＣ－ｅｈ
ｓ（メディアアクセス制御－高速改善型）レイヤで分割データとなるが、その解決策はＤ
Ｃ－ＨＳＤＰＡ（デュアルセルＨＳＤＰＡ、デュアルキャリアＨＳＤＰＡとしても知られ
る）に類似している。サイト間の場合、その分割がＰＤＣＰ（パケットデータ収束プロト
コル）又はＲＬＣ（無線リンク制御）レイヤにおいてあるかもしれない。
【０００４】
　ＭＦ－ＨＳＤＰＡを導入することの潜在的な不利益は、セル周縁部にいるユーザが、全
体的なシステム容量を下げてしまう不良カバレッジと低いスループットとの内の少なくと
もいずれかを被ることにあるかもしれない。もし、これらのユーザが隣接するセルから利
用可能な資源を用い、即ち、サービングセルではないセルからもデータを受信することが
できるなら、その状況は著しく改善されるであろう。このことは全体的なシステム容量と
セル周縁部にいるユーザのユーザ性能を改善することになろう。ＨＳＤＰＡは３ＧＰＰ　
ＴＲ　２５．８７２におけるＨＳＤＰＡマルチポイント送信において、さらに詳細に説明
されている。
【０００５】
　ＲＬＣ送信が１つのリンクで立ち往生する場合、別のリンクによりＲＬＣ　ＰＤＵ（プ
ロトコルデータユニット）を再送信することは良好な代替策といえるかもしれない。もし
、その再送が別のリンクでも到達できない場合は、更なる再送を行うために元々のリンク
に戻すように切り替えられる。この場合、しかしながら、最後に再送されたコピー以外は
そのリンクに存在する古いコピーであるかもしれない。二重のコピーはアプリケーション
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レベルでのスループットをより低くしてしまう結果になる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＲ（第３世代パートナーシッププロジェクト　技術レポー
ト）　２５．８７２　リリース７
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＲ　２５．８７２　リリース８＆９
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＲ　２５．８７２　リリース１１
【発明の概要】
【０００７】
　マルチフローＨＳＤＰＡを用いる際に、データユニットが複写されるリスクを軽減する
ことを目的とする。
【０００８】
　第１の側面から見ると、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と通信を行う第１の無線
基地局（ＲＢＳ）において実行される方法が呈示される。ＲＮＣはマルチフローＨＳＤＰ
Ａ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成され、複数のパケットデータ
ユニット（ＰＤＵ）がユーザ機器（ＵＥ）ノードに対して第１のＲＢＳと少なくとも１つ
の第２のＲＢＳを介して通信される。前記方法は、ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベ
ントとの内の少なくともいずれかを検出する工程と、検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰ
ＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかの各々を通知する情報を前記ＲＢＳから前
記ＲＮＣへ通信する工程とを有する。
【０００９】
　明示的な指示としてＰＤＵ廃棄／欠損の通知を送信することにより、ＵＥがこれらを検
出する前に、このことをＲＮＣと通信することができる。これにより、ＲＬＣの挙動が改
善され、マルチフロー又は他の関係する影響のために生じるＲＬＣプロトコルの問題を低
減する。
【００１０】
　前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントは、ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓ（メディアアクセス制御
－高速／改良型高速）キューからの廃棄に対応する。言い換えると、その廃棄は、そのと
きＲＮＣと通信されるＲＢＳによる意図的な廃棄でも良い。
【００１１】
　前記検出されたＰＤＵ欠損イベントは、前記ＲＮＣと前記第１のＲＢＳと前記第２のＲ
ＢＳとの内の少なくとも１つとを相互接続するトランスポートネットワークにおける欠損
に対応しても良い。言い換えると、ＲＢＳがトランスポートネットワークにおけるパケッ
トの意図しない喪失を検出するとき、このことはＲＢＳに通信される。
【００１２】
　トランスポートネットワークにおける欠損は、シーケンス番号に基いて検出されても良
い。例えば、シーケンス番号にギャップがあるなら、このことはＰＤＵの喪失を示唆する
。
【００１３】
　前記シーケンス番号は、ＩｕｂＦＰ（フレームプロトコル）に従うシーケンス番号であ
ると良い。
【００１４】
　トランスポートネットワークにおける欠損は、前記シーケンス番号と受信したＩｕｂＦ
Ｐデータフレームの遅延基準時間フィールドとに基いて検出されると良い。
【００１５】
　前記情報を通信する工程において、前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信される、検出され
たＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを通知する情報
が、前記ＲＮＣが前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少な
くともいずれかに関係するＰＤＵを再送させるように構成されていると良い。
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【００１６】
　検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかの各
々を通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信する工程は、前記ＰＤＵが前記ＲＢ
Ｓにより受信されたＩｕｂＤＦ（データフレーム）の、シーケンス番号とＤＲＴ（遅延基
準時間）との内の少なくともいずれかとＣＲＣ（循環冗長チェック）とを含む情報を通信
する工程を含むと良い。
【００１７】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、前記ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損
イベントとの内の少なくともいずれかの各々に関係する前記ＰＤＵの最初の２つのオクテ
ットを含むと良い。
【００１８】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、前記ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損
イベントとの内の少なくともいずれかの各々に関係する前記ＰＤＵに関係するＤＦのＣＲ
Ｃを含むと良い。
【００１９】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、ＩｕｂＤＦにおけるＭＡＣ－ｄ（媒体
アクセス制御専用データ）ＰＤＵの位置を含むと良い。
【００２０】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、検出されたＩｕｂフレーム欠損の直前
と直後に受信される複数のＩｕｂフレームの指示を含むと良い。
【００２１】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、前記各ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠
損イベントとの内の少なくともいずれかに関係する前記ＰＤＵのＴＮ（トランスポートネ
ットワーク）欠損によるギャップの直前と直後に受信された複数のＰＤＵの最初の２つの
オクテットを含むと良い。
【００２２】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、前記欠損したＰＤＵに関係するＲＬＣ
ヘッダを含むと良い。
【００２３】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの前のフレー
ムにおける最後のＰＤＵのヘッダを含むと良い。
【００２４】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの後のフレー
ムにおける最初のＰＤＵのヘッダを含むと良い。
【００２５】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの直前と直後
に受信された複数のＩｕｂフレームのＤＲＴフィールド、ＦＳＮ（フレームシーケンス番
号）フィールド、ＣＲＣを含むと良い。
【００２６】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、次のフィールド、即ち、廃棄理由、廃
棄したＰＤＵの数、全ての廃棄したＰＤＵの識別子を含むと良い。
【００２７】
　前記情報を通信する工程において、前記情報は、次のフィールド、即ち、欠損理由、欠
損したＰＤＵの前の最後のＰＤＵの識別子、前記欠損したＰＤＵ後の最初のＰＤＵの識別
子を含むと良い。
【００２８】
　第２の側面から見ると、マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス
）動作のために構成された無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）と通信を行うように構成
された無線基地局（ＲＢＳ）が呈示される。複数のパケットデータユニット（ＰＤＵ）が
ユーザ機器（ＵＥ）ノードに対して前記ＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳを介して
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通信される。その無線基地局は、プロセッサと、前記プロセッサにより実行されるとき、
前記無線基地局が、ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれ
かを検出し、各検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくとも
いずれかを通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信するようにさせる指示を格納
したコンピュータプログラムとを有することを特徴とする。
【００２９】
　第３の側面から見ると、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）において実行される方法
が呈示される。そのＲＮＣはマルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセ
ス）動作のために構成され、複数のパケットデータユニット（ＰＤＵ）が第１のユーザ機
器（ＵＥ）ノードに対して少なくとも２つの無線基地局（ＲＢＳ）を介して通信される。
その方法は、前記少なくとも２つのＲＢＳの内の第１のＲＢＳから、前記第１のＲＢＳに
より検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを
通知する第１の情報を受信する工程と、前記受信した第１の情報に応じて、前記ＵＥに対
して前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれ
かに関係するＰＤＵを再送する工程とを有することを特徴とする。
【００３０】
　前記再送する工程は、第２のＲＢＳを含む異なる経路を介して前記ＰＤＵを再送すると
良い。
【００３１】
　前記方法はさらに、前記ＲＮＣにおいて、前記ＰＤＵが前記ＲＢＳに送信されたＩｕｂ
ＤＦのシーケンス番号とＤＲＴとの内の少なくともいずれかとＣＲＣとを含む第２の情報
を格納する工程と、前記第１の情報と前記第２の情報とを比較して、再送される前記ＰＤ
Ｕを識別する工程とをさらに有すると良い。
【００３２】
　前記方法はさらに、前記第２の情報を受信する工程をさらに有すると良い。
【００３３】
　前記第２の情報を格納する工程は、ハッシュ貯蔵部に前記第２の情報を表現するハッシ
ュ値を格納し、前記比較する工程は、前記第２の情報を表現する前記ハッシュ値と前記第
１の情報を表現するハッシュ値とを比較し、再送される前記ＰＤＵを識別すると良い。
【００３４】
　第４の側面から見ると、マルチフローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス
）動作のために構成された無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）が呈示される。複数のパ
ケットデータユニット（ＰＤＵ）が第１のユーザ機器（ＵＥ）ノードに対して少なくとも
２つの無線基地局（ＲＢＳ）を介して通信される。その無線ネットワーク制御装置は、プ
ロセッサと、前記プロセッサにより実行されるとき、前記無線ネットワーク制御装置が前
記少なくとも２つのＲＢＳの内の第１のＲＢＳから、前記第１のＲＢＳにより検出された
ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを通知する第１の
情報を受信し、前記受信した第１の情報に応じて、前記ＵＥノードに対して前記検出され
たＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤ
Ｕを再送するようにする指示を格納するコンピュータプログラムとを有することを特徴と
する。
【００３５】
　なお、本願の第１、第２、第３、及び第４の側面から見たいずれの特徴も、適切であれ
ば、これらの側面の他のものに適用可能である。
【００３６】
　一般に請求の範囲で用いられている全ての用語は、特に明示的に規定されない限り、こ
の技術分野における通常の意味に従って解釈されるべきものである。“ａ／ａｎ／ｔｈｅ
要素、装置、構成要素、手段、工程（ステップ）など”に対する全ての参照は、特に明示
的に述べられていない限り、その要素、装置、構成要素、手段、工程（ステップ）などの
少なくとも１つのインスタンスに言及しているものとして広く解釈されるべきものである
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。ここで開示されるいずれの方法の工程（ステップ）は特に明示されていないかぎり、開
示されたその通りの順番で必ずしも実行される必要はない。
【００３７】
　次に本発明を添付図面を参照して、例を用いて説明する。その図面は次の通りである。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】呈示される実施例が適用される環境を模式的に例示する図である。
【図２】図１のＲＮＣと複数のＲＢＳの一実施例を例示するブロック図である。
【図３】一実施例に従う廃棄示唆の制御フレームの構造を例示する図である。
【図４】一実施例に従う廃棄示唆の制御フレームの構造を例示する図である。
【図５】図１のユーザ機器のいくつかのモジュールを例示する図である。
【図６】図１のネットワークノードのいくつかのモジュールを例示する図である。
【図７】図１の無線基地局において実行される、一実施例に従う方法を示すフローチャー
トである。
【図８Ａ】、
【図８Ｂ】図１の無線ネットワーク制御装置において実行される方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　次に、本発明のある実施例が示された添付図面を参照して本発明について十分に説明す
る。しかしながら、本発明は、多くの異なる様式で実施されるのものであり、ここで説明
する実施例に限定するものとして解釈されるべきではない。むしろ、これらの実施例は、
この開示がより完全完璧なものであるように例として提供されており、当業者に対して本
発明の範囲を伝えるものとなろう。同じ番号はこの説明を通して同じ構成要素に言及する
ものである。
【００４０】
　図１は、ここで呈示される実施例が適用されるセルラネットワーク８を模式的に例示す
る図である。セルラネットワーク８は、コアネットワーク（不図示）と、無線ネットワー
ク制御装置（ＲＮＣ）と、ノードＢ又はＮＢとしても知られ、ここではノード　Ｂの形を
とる２つ以上の無線基地局１ａ－１ｂとを有する。無線基地局１ａ－１ｂはまた、発展型
ノードＢ、ＢＴＳ（基地無線局）、ＢＳＳ（基地局サブシステム）などの内の少なくとも
いずれかの形であっても良い。無線基地局１ａ－１ｂは複数のユーザ機器ノード（ＵＥ）
２（図１では１つが図示されている）に対する無線接続を提供する。ＵＥという用語はま
た、無線端末、移動体端末、ユーザ端末、ユーザエージェントなどとしても知られている
。無線基地局１はまた、トランスポートネットワーク３を介して、無線ネットワーク制御
を行い、そして、中央的な機能や他のネットワークとの接続を行うための無線ネットワー
ク制御装置（ＲＮＣ）５に接続されている。
【００４１】
　セルラネットワーク８は、これ以降説明する原理が適用可能である限りにおいて、ＷＣ
ＤＭＡ(登録商標)（広帯域符号分割多元接続）、ＬＴＥ（ロングタームエボルーション）
、ＥＤＧＥ（ＧＳＭ(登録商標)（全欧州移動体通信方式）データ速度改良版エボルーショ
ン）、ＧＰＲＳ（汎用パケット無線サービス）、ＣＤＭＡ２０００（符号分割多元接続２
０００）、或いは、他の現在又は将来型無線ネットワークの内のいずれか１つ又はその組
み合わせに準拠していても良い。
【００４２】
　ＲＢＳ１ａ－１ｂ各々とＲＮＣ５との間のインタフェースはＩｕｂと呼ばれ、ＲＮＣ５
とコアネットワークとの間のインタフェースはＩｕと呼ばれる。
【００４３】
　ＲＮＣ５はＰＤＣＰ　ＰＤＵキュー７をもち、２つのＲＢＳ１ａ－１ｂは夫々にＭＡＣ
－ｈｓ／ｅｈｓキュー９ａ－９ｂをもつ。図１に示す実施例では、ＵＥ２に対するマルチ
フローＨＳＤＰＡ接続があり、これにより、ＤＬ送信が第１のＲＢＳ１ａと第２のＲＢＳ
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１ｂの両方からＵＥ２に対して発生する。
【００４４】
　ＲＬＣ送信が１つのリンクで立ち往生する場合、別のリンクによりＲＬＣ　ＰＤＵ（プ
ロトコルデータユニット）を再送信することは良好な代替策といえるかもしれない。もし
、その再送が別のリンクでも到達できない場合は、更なる再送を行うために元々のリンク
に戻すように切り替えられる。この場合、しかしながら、最後に再送されたコピー以外は
そのリンクに存在する古いコピーであるかもしれない。図１では、このことが例示されて
おり、第１のＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓキュー９ａにおけるＰＤＵの元々のコピー１０ａと第
２のＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓキュー９ｂにおけるＰＤＵの再送されたコピー１０ｂとが存在
する。
【００４５】
　以前に、ＲＢＳ（無線基地局）が余りにも長い遅延のためＲＬＣ　ＰＤＵを廃棄してし
まうと、ＵＥがこの廃棄されたものよりも新しいＰＤＵを受信したときにのみ、ＲＬＣは
このイベントについて通知を受ける。予め規定されたタイマが用いられて（そのＰＤＵが
廃棄されたか又はただ遅延しているのかに係らず）ＲＬＣ　ＰＤＵ再送を制御するが、こ
の場合には、２つ以上の同じＲＬＣ　ＰＤＵがそのシステムに存在できる。二重のコピー
はアプリケーションレベルのスループットをより低くしてしまう結果になりえる。
【００４６】
　そのような種々の問題は、ＴＮ（トランスポートネットワーク）によるＲＬＣ　ＰＤＵ
損失とＲＢＳにおけるＲＬＣ　ＰＤＵ廃棄についてＲＮＣにおけるＲＬＣプロトコルに通
知するよう動作するＲＢＳを備えることにより、この開示において提供される概念により
解決される。
【００４７】
　ここで呈示される少なくともいくつかの実施例に従えば、ＲＢＳ１ａ－１ｂは、複数の
ＰＤＵ廃棄／欠損イベント、例えば、ＴＮ（トランスポートネットワーク）３における欠
損とＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓ（メディアアクセス制御－高速／改良型高速版）キューからの
廃棄についてＲＮＣ５に通知する。このようにして、ＲＬＣはＲＬＣ　ＰＤＵ再送機構を
より効率的により高速にさせることができ、また、冗長なＲＬＣ　ＰＤＵを回避すること
ができる。
【００４８】
　ＲＬＣ　ＰＤＵは、ＩｕｂＦＰ（フレームプロトコル）を用いてＴＮにより送信される
。ＴＮによる損失は、ＩｕｂＦＰのシーケンス番号に基いて、検出される。そのシーケン
ス番号と受信したＩｕｂＦＰデータフレームのＤＲＴ（遅延基準時間）フィールドとに基
いて、ＲＮＣのＲＬＣは（ＴＮにより損失した）喪失したＰＤＬ　ＰＤＵを決定すること
ができる。
【００４９】
　パケットがＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓキューから廃棄されるとき、いくつのＲＬＣ　ＰＤＵ
が廃棄されたのか、どのＰＤＵが廃棄されたのかが知られ、この情報がＲＬＣ送信のため
にＲＮＣにより用いられる。
【００５０】
　残りのＨＡＲＱ（ハイブリッド自動繰返要求）の失敗によるパケット喪失のデフォルト
の挙動は、通常のＲＬＣ動作により検出され扱われる。しかしながら、ここで呈示される
機構は、この損失に応答するために同様に実装される。
【００５１】
　図２は図１のＲＮＣと複数のＲＢＳの一実施例を例示するブロック図である。そのブロ
ック図は、ここで呈示される実施例のためにいくつかが用いられる（ハードウェアとソフ
トウェアとの内の少なくともいずれかを含む）モジュールを図示している。
【００５２】
　ＲＬＣ制御モジュール１００と、トランスポートネットワーク３を介して、無線基地局
１ａ－１ｂに接続され、その２つ各々に対する対応したＭＡＣ－ｄ（メディアアクセス制
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御専用データ）モジュール１０２ａ－１０２ｂがある。２つのＭＡＣ－ｄモジュール１０
２ａ－１０２ｂに関係して、受信及び送信するフレームプロトコル通信のための２つのＩ
ｕｂＦＰモジュールがある。
【００５３】
　第１の基地局１ａは、それ自身のＩｕｂＦＰモジュール１０５ａとＭＡＣ－ｈｓキュー
１０６ａとを有している。代替的に、或いは、付加的に、ＭＡＣ－ｈｓキューは、ＭＡＣ
－ｅｈｓキューを含むことができる。ＴＮ損失検出モジュール１０７ａは、ＩｕｂＦＰモ
ジュール１０５ａに接続される。さらに加えて、アクティブキューマネージャ（ＡＱＭ）
１０８ａが、例えば、ＭＡＣ－ｈｓキュー１０６ａにおいて廃棄され期限切れとなったパ
ケットを検出するためにＭＡＣ－ｈｓキュー１０６ａに接続される。コンパイル及び送信
モジュール１０９ａは、ＡＱＭ１０８ａとＴＮ損失検出モジュール１０７ａとの内の少な
くともいずれかからの損失或いは廃棄パケットについての情報をコンパイルして、これを
ＴＮ３を介してＲＮＣ５の第１のＩｕｂＦＰモジュール１０３ａに送信する。
【００５４】
　ＲＮＣにおける第１の決定リストモジュール１０１ａはその時、損失或いは廃棄したＲ
ＬＣ　ＰＤＵのリストを決定し、このデータをＲＬＣ制御モジュール１００に提供する。
第１の決定リストモジュール１０１はまた、シーケンス番号（ＳＮ）、送信時刻などの送
信されたＲＬＣ　ＰＤＵについての情報を含むＲＬＣからの入力を用いる。
【００５５】
　第２の無線基地局１ｂは、第１の無線基地局１ａに対応するモジュールを含み、対応す
る方法でＲＮＣ３と相互作用する。ここで、ＲＮＣはまた、第２の決定リストモジュール
１０１ｂを含む。
【００５６】
　ＲＢＳ１ａ－１ｂにおいて、欠損／廃棄したＰＤＵについての関係する情報が収集され
、したがって、この情報はＲＮＣ５に返信される。この情報に基いて、ＲＬＣ１００は、
ＵＥからのこれらについてのＮＡＣＫを待つことなく即座にこれらのパケットを再送信す
ることができる。これらのパケットの再送信は、異なるレッグについて実行されると良い
。これらの動作はＲＬＣ再送機構によるより良い制御を提供するものとなる。
【００５７】
　以下、マルチフローＨＳＤＰＡ動作の環境において種々の実施例を説明し、その場合に
ＵＥに対する複数のＰＤＵが複数のＲＢＳを介して通信されるが、いくつかの実施例がＲ
ＢＳとシングルフローＨＳＤＰＡ動作のために構成されたＲＮＣにおいて実施されても良
い。
【００５８】
　なお、ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓ優先キューの付加的な識別（例えば、所与のＰＤＵが受信
されたＩｕｂＤＦ（データフレーム）の、シーケンス番号、ＤＲＴ、ＣＲＣ）が各ＰＤＵ
に関して必要とされるかもしれない。
【００５９】
　ＲＮＣ５では、同じ情報が送信された各ＲＬＣ　ＰＤＵに関して格納され、廃棄したＰ
ＤＵを識別することができるようにする。１実施例では、ハッシュテーブルが高速ルック
アップのために用いられる。ＲＬＣ　ＰＤＵがＵＥにより確認応答されるとき、それはハ
ッシュテーブルから除去される。
【００６０】
　ＲＬＣプロトコルの問題を回避するために、幾つかの実施例では、異なるレッグで大き
な遅延差が生じることを許さない。いくつかの実施例では、
　・ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓにおいて余りにも長くキューイングされたＰＤＵを廃棄し、
　・Ｉｕｂにより余りにも長く遅延したＰＤＵを廃棄する
よう動作する。
【００６１】
　Ｉｕｂ遅延を検出するために、ＤＲＴフィールドは全てのＨＳ－ＤＳＣＨ（高速ダウン
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リンク共用チャネル）データフレームに含まれると良い。
【００６２】
　ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓ遅延を検出するために、いくつかの実施例ではＰＤＵがＭＡＣ－
ｈｓ／ｅｈｓバッファに到着したときにそれらのＰＤＵにタイプスタンプを押す。
【００６３】
　ＲＬＣ　ＰＤＵが廃棄されるとき、いくつかの実施例に従うＲＢＳは廃棄の示唆とどの
ＰＤＵが廃棄されたのかをＲＮＣ５に通信する。
【００６４】
　廃棄されたＰＤＵを識別するために実施可能な３つのオプション的な代替方法がある。
【００６５】
　第１の代替案では、ＰＤＵの最初の２乃至３オクテットがＲＮＣに返信される。これに
は、廃棄したＰＤＵを識別することができるためにＲＬＣヘッダを含む。（この解決策の
利点は、それがより直接的な情報である点にあり、それ故に、ＲＢＳにおける付加的な情
報記憶部を無駄に用いてＲＮＣにおけるテーブルをもつ必要がない点にある）。
【００６６】
　第２の代替案では、ＰＤＵが受信されたＲＮＣにＩｕｂデータフレームのＤＲＴフィー
ルドとＦＳＮフィールドとが返信される。これはオプション的には識別をさらに改善する
ためにＤＦのＣＲＣも含む。オプション的には、別々のＰＤＵ（例えば、ＤＦにおける第
１のＲＬＣ　ＰＤＵに対しては１、第２のＲＬＣ　ＰＤＵに対しては２など）を識別する
ことができることが目標であるなら、ＩｕｂＤＦにおけるＲＬＣ　ＰＤＵの位置が含めら
れる。
【００６７】
　第３の代替案では、付加的なシーケンス番号が、これら識別のために、ＩｕｂＦＰ又は
ＭＡＣ－ｄレイヤに含められる。
【００６８】
　元々のフレームシーケンス番号（ＦＳＮ）は４ビットの長さがあるだけであり、１６ビ
ットの異なる値をもつことができるに過ぎない。それ故に、識別のためにＦＳＮを返信す
るときには、同じＦＳＮ、例えば、ＦＳＮ＝８である場合にも多くのフレームが存在する
かもしれないので、これはそれ自身十分であるとは言えない。それ故に、取り得る値の範
囲を広くすることにより、フレームがユニークに識別される。
【００６９】
　一例では、付加的なシーケンス番号は１５ビットの長さをもち、０～３２７６７（１０
進法）間での値をとれるようにする。そのシーケンス番号はＲＮＣにより各フレームに割
当てられ、ＲＢＳにより用いられてフレームで送信されたＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵのセットを
識別する。これはまた、ＲＮＣにより用いられノードＢが廃棄するＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵを
示すことができる。
【００７０】
　ＴＮにより喪失したＰＤＵを識別するために、類似のオプション的な動作と方法が実装
されるが、Ｉｕｂフレームについての情報を返信するための情報は検出されたＩｕｂフレ
ーム損失の直前と直後に受信される（なぜなら、ＲＮＣにより送信され、しかしＲＢＳに
おいて受信されていないフレームについて直接的な情報は知られておらず、どれが喪失し
たのかを見出すための間接的な情報を用いる必要があるからである）。
【００７１】
　このことは、例えば、次のことを用いて実施される。
【００７２】
　１実施例では、ＴＮ損失によるギャップの直前と直後に受信した複数のＰＤＵの最初の
２乃至３オクテットが返信される。これは、ＲＬＣへを含み、したがって、廃棄したＰＤ
Ｕを識別することができるべきである。１実施例では、ＴＮ損失によるギャップの前のフ
レームにおける最後のＰＤＵのヘッダが返信される。１実施例では、ＴＮ損失によるギャ
ップの後のフレームおける最初のＰＤＵのヘッダが返信される。これらはオプション的に
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は組み合わされても良い。
【００７３】
　１実施例では、ＴＮ損失によるギャップの直前と直後に受信したＩｕｂデータフレーム
のＤＲＴフィールド、ＦＳＮフィールド、及びＣＲＣがＲＮＣに返信される。
【００７４】
　１実施例では、この識別のために、ＩｕｂＦＰ又はＭＡＣ－ｄレイヤにおける付加的な
シーケンス番号が含められる。
【００７５】
　幾つかの実施例に従えば、ＨＳ－ＤＳＣＨ　ＰＤＵ廃棄指示制御フレームが通信され、
ＲＢＳがフレーム廃棄についてＲＮＣに通知できるようにする。
【００７６】
　明示的に検出された廃棄があることの利点は、異なる制御フレームフォーマットを形成
することにある。
【００７７】
　上述の開示された識別子は代替的にはＲＮＣからＲＢＳへの明示的な廃棄要求をシグナ
リングする場合に用いられても良い。
【００７８】
　図３は、一実施例に従い、ＲＢＳのコンパイル及び送信モジュール（図２の１０９ａ－
１０９ｂ）からＲＮＣに送信される廃棄示唆の制御フレーム１９９の構造を例示する図で
ある。図３の制御フレーム１９９に示されているフィールドは、明白な廃棄に関係するタ
イプ１のＨＳ－ＤＳＣＨ　ＤＰＵ廃棄示唆制御フレームに関して、いくつかの実施例で備
えられる。この実施例では、各行はデータオクテットである。
【００７９】
　この種の制御フレームは、廃棄したＰＤＵ又はデータフレームの内容がＲＢＳで利用可
能であるときに用いられる。この場合、ＰＤＵの直接的な識別が可能である。
【００８０】
　廃棄理由フィールド２００は、廃棄の理由を示す。この実施例では、次の値が可能であ
る。即ち、
　０　　　ＩｕＢによる余りにも大きい遅延
　１　　　ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓバッファにおける余りにも大きい遅延
　２　　　ＴＮ損失
　３　　　不成功のＨＡＲＱ（オプション）
である。
【００８１】
　廃棄したＰＤＵの数についてのフィールド２０２は、廃棄したものとして識別されたＰ
ＤＵの数を示す整数である。
【００８２】
　制御フレーム１９９のスペア部分２０１があっても良い。
【００８３】
　幾つかのサブフィールド２０３ａを含むフィールドは、廃棄されているとして識別され
た最初のＰＤＵの識別子を含む。廃棄されているとして識別されたＰＤＵが２以上あるな
ら、全ての廃棄したＰＤＵの識別子が最後の識別子までその制御フレームには含まれ、各
ＰＤＵは１つ以上のサブフィールド２０３ａ－２０３ｃの自分自身のセットに対応してい
る。
【００８４】
　図４は一実施例に従い、ＲＢＳのコンパイル及び送信モジュール（図２の１０９ａ－１
０９ｂ）からＲＮＣに送信される廃棄示唆の制御フレーム１９８の構造を例示する図であ
る。図４の制御フレーム１９８に示されているフィールドは、検出された廃棄に関係する
タイプ１のＨＳ－ＤＳＣＨ　ＤＰＵ廃棄示唆制御フレームに関して、いくつかの実施例で
備えられる。この実施例では、各行はデータオクテットである。
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【００８５】
　この種の制御フレームは、廃棄したＰＤＵ又はデータフレームの内容がＲＢＳで利用可
能ではないときに用いられる。この場合、ＰＤＵの間接的な識別のみが可能である。
【００８６】
　制御フレーム１９８では、次の廃棄理由が設定される。即ち、
　０　　　Ｉｕｂにより検出された廃棄
　１－３　予約
である。
【００８７】
　制御フレーム１９８では、喪失したＰＤＵ（ｓ）／ＤＦ（ｓ）の前の最後のＰＤＵ／Ｄ
Ｆの識別子を含むサブフィールド２１０ａ－２１０ｃのセットがある。
【００８８】
　さらにその上、喪失したＰＤＵ（ｓ）／ＤＦ（ｓ）の後の最初のＰＤＵ／ＤＦの識別子
を含むサブフィールド２１１ａ－２１１ｃのセットがある。
【００８９】
　図５は図１のユーザ機器のいくつかのモジュールを例示する図である。そのＵＥは本発
明のいくつかの実施例に従って構成される。
【００９０】
　ＵＥ２は、トランシーバ６０２、制御回路６０４、機能モジュール６０８を含むメモリ
デバイス６０６を含む。ＵＥ２はさらに、ディスプレイ６１０、ユーザ入力インタフェー
ス６１２、スピーカ６１４のような他の構成要素を含むこともできる。
【００９１】
　トランシーバ６０２（例えば、３ＧＰＰ準拠、又は他のＲＦ（無線周波数）通信トラン
シーバ）は、無線通信インタフェースにより基地局と通信するように構成されている。制
御回路６０４は、汎用又は専用の少なくともいずれかのプロセッサ（例えば、マイクロプ
ロセッサとデジタルプロセッサとの内、少なくともいずれか）のような１つ以上のデータ
処理回路を含む。制御回路６０４は以下にコンピュータ可読媒体として説明するメモリデ
バイス６０６の機能モジュール６０８からのコンピュータプログラム命令を実行し、本発
明の１つ以上の実施例に従ってＵＥにより実行されるものとして以下に説明する動作や方
法の内の少なくともいくつかを実行するよう構成されている。
【００９２】
　ＵＥ２は、移動体電話（“セルラ”電話）、データ端末、例えば、ポータブルコンピュ
ータ、ポケットコンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ、ラップトップコンピュータ、
電子書籍リーダ、ビデオゲームコンソールの内の少なくともいずれかのような無線通信機
能を備えた他の処理デバイスの内の少なくともいずれかであっても良い。
【００９３】
　図６は本発明のいくつかの実施例に従って構成されるネットワークノード７００と、図
１～図２の通信システムのＲＢＳ、ＲＮＣ、他のノードの内の少なくともいずれかに含ま
れるかもしれない要素のブロック図である。
【００９４】
　ネットワークノード７００は、トランシーバ７０１、ネットワークインタフェース７０
２、制御回路７０４（アプリケーション専用集積回路など）、及び、機能モジュール７０
８を含むコンピュータプログラム製品を含むメモリデバイス７０６を含むことができる。
【００９５】
　トランシーバ７０１（例えば、３ＧＰＰ準拠、又は他のＲＦ（無線周波数）通信トラン
シーバ）は、１つ以上のＵＥ又はシステムの他のノードと通信するように構成されている
。制御回路７０４は、汎用又は専用の少なくともいずれかのプロセッサ（例えば、マイク
ロプロセッサとデジタルプロセッサとの内、少なくともいずれか）のような１つ以上のデ
ータ処理回路を含む。制御回路７０４は以下にコンピュータ可読媒体として説明するメモ
リデバイス７０６の機能モジュール７０８からのコンピュータプログラム命令を実行し、
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本発明の１つ以上の実施例に従ってＲＢＳとＲＮＣとの内、少なくともいずれかにより実
行されるものとして以下に説明する動作や方法の内の少なくともいくつかを実行するよう
構成されている。ネットワークインタフェース７０２は、ネットワークを介して（ＲＢＳ
にある場合）ＲＮＣと通信を行い、或いは、ネットワークを介して（ＲＮＣにある場合）
ＲＢＳと通信を行う。
【００９６】
　図７は一実施例に従う方法を例示するフローチャートである。その方法は、ＲＮＣ（図
１の５）と通信を行う第１のＲＢＳ（図１の１ａ）において実行される。ＲＮＣはマルチ
フローＨＳＤＰＡ（高速ダウンリンクパケットアクセス）動作のために構成されており、
複数のＰＤＵがＵＥに対して第１のＲＢＳと少なくとも１つの第２のＲＢＳ（図１の１ｂ
）を介して通信される。
【００９７】
　検出を発行するステップ２０では、例えば、上述のように、図２のＴＮ損失検出モジュ
ールとＡＱＭとの内の少なくともいずれかを用いて、複数のＰＤＵの廃棄イベントと欠損
イベントとの内の少なくともいずれかが検出される。
【００９８】
　１つの実施例では、その検出されたＰＤＵ廃棄イベントは、ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓ（メ
ディアアクセス制御－高速／改良型高速）キューからの廃棄に対応している。
【００９９】
　１つの実施例では、その検出されたＰＤＵ欠損イベントは、ＲＮＣとＲＢＳとを相互接
続するトランスポートネットワークにおける欠損に対応している。そのトランスポートネ
ットワークにおける欠損は、例えば、ＩｕｂＦＰに従うシーケンス番号に基いて、検出さ
れる。そのトランスポートネットワークにおける欠損はまた、シーケンス番号と受信した
ＩｕｂＦＰデータフレームの遅延基準時間フィールドとに基いて検出される。
【０１００】
　ＲＮＣと通信するステップ２２では、複数のＰＤＵの廃棄イベントと欠損イベントとの
内の少なくともいずれか各々を通知する情報がＲＢＳからＲＮＣへと通信される。このこ
とは、例えば、上述のように、図２のコンパイル及び送信モジュールを用いて実現される
。
【０１０１】
　ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、そのＲＮＣが検出されたＰＤＵの廃棄イベント
と欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵを再送させるように構成さ
れていると良い。
【０１０２】
　ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、前記ＰＤＵがＲＢＳにより受信されたＩｕｂＤ
Ｆの、シーケンス番号とＤＲＴとＣＲＣとの内の１つ以上を含むことができる。
【０１０３】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、各ＰＤＵ廃棄イ
ベントと欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵの最初の２つのオク
テットを含むことができる。そのＰＤＵは、例えば、ＭＡＣ－ｄ　ＰＤＵであっても良い
。
【０１０４】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、各ＰＤＵ廃棄イ
ベントと欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵに関係するＤＦのＣ
ＲＣを含むことができる。
【０１０５】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、ＩｕｂＤＦにお
けるＭＡＣ－ｄ（媒体アクセス制御専用データ）ＰＤＵの位置を含むことができる。
【０１０６】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、検出されたＩｕ
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ｂフレーム欠損の直前と直後に受信される複数のＩｕｂフレームの指示を含むことができ
る。このようにして、ＲＮＣは、少なくともいくらかの場合において、喪失したのがどの
（１つ以上の）Ｉｕｂフレームであるのかを判断し、そのフレームを再送信することがで
きる。
【０１０７】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、ＰＤＵのＴＮ損
失によるギャップの直前と直後に受信された複数のＰＤＵの最初の２つのオクテットを含
むことができる。そのＰＤＵは、ＭＡＣ－ｄ又はＲＬＣ　ＰＤＵであるかもしれない。
【０１０８】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、欠損したＰＤＵ
に関係するＲＬＣヘッダを含むことができる。そのＰＤＵは、、ＭＡＣ－ｄ又はＲＬＣ　
ＰＤＵであるかもしれない。
【０１０９】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、ＴＮ損失による
ギャップの前のフレームにおける最後のＰＤＵのヘッダを含むことができる。
【０１１０】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、ＴＮ損失による
ギャップの後のフレームにおける最初のＰＤＵのヘッダを含むことができる。
【０１１１】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、ＴＮ損失による
ギャップの直前と直後に受信された複数のＩｕｂフレームの、ＤＲＴフィールドとＦＳＮ
（フレームシーケンス番号）フィールドとＣＲＣとの内のいずれか１つ以上を含むことが
できる。
【０１１２】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、図３を参照して
上述したように、次のフィールド、即ち、廃棄理由、廃棄したＰＤＵの数、全ての廃棄し
たＰＤＵの識別子を含むことができる。
【０１１３】
　代替的に、或いは、付加的に、ＲＢＳからＲＮＣへ通信される情報は、図４を参照して
上述したように、次のフィールド、即ち、欠損理由、欠損したＰＤＵのその前の最後のＰ
ＤＵの識別子、欠損したＰＤＵ後の最初のＰＤＵの識別子を含むことができる。
【０１１４】
　図８Ａ～図８Ｂは、図１のＲＮＣで実行される方法を図示するフローチャートである。
ＲＮＣはマルチフローＨＳＤＰＡ動作のために構成され、複数のＰＤＵがＵＥに対して少
なくとも第１のＲＢＳと第２のＲＢＳ（図１の１ａ、１ｂ）を介して通信される。まず、
図８Ａにより図示された方法について説明する。
【０１１５】
　第１の情報を受信するステップ３０では、前記第１のＲＢＳからの、第１のＲＢＳによ
り検出されたＰＤＵの廃棄イベントと欠損イベントとの内の少なくともいずれかを通知す
る第１の情報が受信される。
【０１１６】
　再送するステップ３２では、受信された第１の情報に応じて、前記ＵＥに対して前記検
出されたＰＤＵの廃棄イベントと欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰ
ＤＵが再送される。
【０１１７】
　再送するステップ３２は、第２のＲＢＳを含む異なる経路を介して、即ち、廃棄と欠損
との内の少なくともいずれかをレポートした第１のＲＢＳを避けて、前記ＰＤＵを再送す
ることを含む。
【０１１８】
　次に、図８Ｂにより図示された方法について説明する。なお、図８Ｂの一部を形成する
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図８Ａのステップについてはその説明を再度行うことはない。
【０１１９】
　第２の情報を受信するステップ３４では、第２の情報はＲＢＳから受信される。第２の
情報は、ＰＤＵがＲＢＳに送信されたＩｕｂＤＦのシーケンス番号とＤＲＴとの内の少な
くともいずれかとＣＲＣとを含む。第２の情報は、廃棄したＰＤＵを決定するために第１
の情報を受信するステップ３０の第１の情報と関連して用いられる。
【０１２０】
　格納ステップ３６では、第２の情報がＲＮＣにおいて格納される。
【０１２１】
　比較ステップ３８では、第１の情報と第２の情報とが比較されて、再送されるＰＤＵを
識別する。
【０１２２】
　ここで、次に、呈示した概念をさらに説明する実施例の項目別リストを列挙する。
【０１２３】
　実施例１．マルチフローＨＳＤＰＡ動作のために構成された無線ネットワーク制御装置
（ＲＮＣ）と通信を行う無線基地局（ＲＢＳ）における方法であって、パケットデータユ
ニット（ＰＤＵ）がユーザ機器（ＵＥ）ノードに対して前記ＲＢＳと少なくとも１つの他
のＲＢＳを介して通信され、その方法は、
　ＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを検出する工程
と、
　前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれか
各々を通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信する工程とを有することを特徴と
する方法。
【０１２４】
　実施例２．前記検出されたＰＤＵ廃棄イベントは、ＭＡＣ－ｈｓ／ｅｈｓキューからの
廃棄に対応することを特徴とする実施例１に記載の方法。
【０１２５】
　実施例３．前記検出されたＰＤＵ欠損イベントは、前記ＲＮＣと、前記ＲＢＳと前記少
なくとも他のＲＢＳとの内の少なくともいずれかとを相互接続するＴＮネットワークにお
ける欠損に対応することを特徴とする実施例１に記載の方法。
【０１２６】
　実施例４．前記ＴＮネットワークにおける欠損は、ＩｕｂＦＰシーケンス番号に基づく
か、或いは、前記シーケンス番号と受信したＩｕｂＦＰデータフレームの遅延基準時間フ
ィールドとに基づくかの内の少なくともいずれかに基いて、検出されることを特徴とする
実施例３に記載の方法。
【０１２７】
　実施例５．前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信される、検出されたＰＤＵ廃棄イベントと
ＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを通知する情報は、前記ＲＮＣが前記検
出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係す
るＰＤＵを再送させるように構成されていることを特徴とする実施例１に記載の方法。
【０１２８】
　実施例６．検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともい
ずれかの各々を通知する情報を前記ＲＢＳから前記ＲＮＣへ通信する工程は、
　前記ＰＤＵが前記ＲＢＳにより受信されるＩｕｂＤＦの、シーケンス番号と、ＤＲＴと
ＣＲＣとの内の少なくともいずれかとを含む情報を通信する工程を含むことを特徴とする
実施例６に記載の方法。
【０１２９】
　実施例７．前記情報は、前記ＰＤＵの最初の２つのオクテットを含むことを特徴とする
実施例１に記載の方法。
【０１３０】
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　実施例８．前記情報は、前記ＰＤＵに関係するＤＦＴフィールドを含むことを特徴とす
る実施例７に記載の方法。
【０１３１】
　実施例９．前記情報は、前記ＰＤＵに関係するＤＦのＣＲＣを含むことを特徴とする実
施例７に記載の方法。
【０１３２】
　実施例１０．前記情報は、ＩｕｂＤＦにおけるＲＬＣ　ＰＤＵの位置を含むことを特徴
とする実施例７に記載の方法。
【０１３３】
　実施例１１．前記情報は、ＩｕｂＤＦ又はＭＡＣ－ｄレイヤにおける付加シーケンス番
号を含むことを特徴とする実施例７に記載の方法。
【０１３４】
　実施例１２．前記情報は、検出されたＩｕｂフレーム欠損の直前と直後に受信される複
数のＩｕｂフレームの指示を含む実施例１に記載の方法。
【０１３５】
　実施例１３．前記情報は、前記ＰＤＵのＴＮ損失によるギャップの直前と直後に受信さ
れた複数のＰＤＵの最初の２～３つのオクテットを含む実施例１２に記載の方法。
【０１３６】
　実施例１４．前記情報は、前記欠損したＰＤＵを識別するのをアシストするためのＲＬ
Ｃヘッダを含む実施例１３に記載の方法。
【０１３７】
　実施例１５．前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの前のフレームにおける最後のＰＤ
Ｕのヘッダを含む実施例１２に記載の方法。
【０１３８】
　実施例１６．前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの後のフレームにおける最初のＰＤ
Ｕのヘッダを含む実施例１２に記載の方法。
【０１３９】
　実施例１７．前記情報は、ＴＮ欠損によるギャップの直前と直後に受信された複数のＩ
ｕｂフレームのＤＲＴフィールド、ＦＳＮフィールド、ＣＲＣを含む実施例１２に記載の
方法。
【０１４０】
　実施例１８．前記情報は、前記欠損したＰＤＵを識別するのをアシストするためのＩｕ
ｂＦＰ又はＭＡＣ－ｄレイヤにおける付加シーケンス番号を含む実施例１２に記載の方法
。
【０１４１】
　実施例１９．前記情報は、セクション３．１．１で識別されるフィールドを含む実施例
１に記載の方法。
【０１４２】
　実施例２０．前記情報は、セクション３．１．２で識別されるフィールドを含む実施例
１に記載の方法。
【０１４３】
　実施例２１．マルチフローＨＳＤＰＡ動作のために構成された無線ネットワーク制御装
置（ＲＮＣ）における方法であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）が第１のユーザ
機器（ＵＥ）ノードに対して少なくとも２つの無線基地局（ＲＢＳ）を介して通信され、
前記方法は、
　前記少なくとも２つのＲＢＳの内の第１のＲＢＳから、前記第１のＲＢＳにより検出さ
れたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかを通知する第
１の情報を受信する工程と、
　前記受信した第１の情報に応じて、前記ＵＥに対して前記検出されたＰＤＵ廃棄イベン
トとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵを再送する工程と
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を有することを特徴とする方法。
【０１４４】
　実施例２２．第２のＲＢＳを含む異なる経路を介して前記ＰＤＵを再送する工程をさら
に有する請求項２１に記載の方法。
【０１４５】
　実施例２３．前記ＲＮＣにおいて、前記ＰＤＵが前記ＲＢＳに送信されたＩｕｂＤＦの
シーケンス番号とＤＲＴとの内の少なくともいずれかとＣＲＣとを含む第２の情報を格納
する工程と、
　前記第１の情報と前記第２の情報とを比較して、再送される前記ＰＤＵを識別する工程
とをさらに有する請求項２１に記載の方法。
【０１４６】
　実施例２４．前記第２の情報を格納する工程は、前記第１の情報を表現するハッシュ値
とを比較し、再送される前記ＰＤＵを識別するために、ハッシュ貯蔵部にハッシュ値を格
納する実施例２３に記載の方法。
【０１４７】
　実施例２５．シングルフローＨＳＤＰＡ動作のために構成された無線ネットワーク制御
装置（ＲＮＣ）における方法であって、パケットデータユニット（ＰＤＵ）が第１のユー
ザ機器（ＵＥ）ノードに対して無線基地局（ＲＢＳ）を介して通信され、前記方法は、
　前記ＲＢＳから、前記ＲＢＳにより検出されたＰＤＵ廃棄イベントとＰＤＵ欠損イベン
トとの内の少なくともいずれかを通知する第１の情報を受信する工程と、
　前記受信した第１の情報に応じて、前記ＵＥに対して前記検出されたＰＤＵ廃棄イベン
トとＰＤＵ欠損イベントとの内の少なくともいずれかに関係するＰＤＵを再送する工程と
を有することを特徴とする方法。
【０１４８】
　本発明を主として、いくつかの実施例に関して説明した。しかしながら、添付の請求の
範囲により規定されたような本発明の範囲の中で上述された実施例以外の実施例が同様に
実施可能であることが当業者には容易に理解されるであろう。
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